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琉球 土 壌 の理 化 学 的性質

欝三報 沖縄 本 島 土 壌 の 腐 植 ,全 窒 素 ,有 効 態 燐 酸 含 量 に つ い て

宮城 勝治 ･ 稲嶺盛三郎 ･大域 豊秀 ･ 大域 寮倍
(琉 球 農 業

ま え が き

松坂ら 1)が沖縄本島土壌調査の際試坑採取し子こ土壌

試料を供試しその理化学的性質を究明するために逐次分

析を行ないp耳,置換酸度については第1報9)に, 愛東

吸収係数,燐酸吸収係数およびその吸収型については第

2報3)でそれぞれ報告したが,今回は腐植.,全窒紫,育

効態燐酸合壁の定量を行なったので報告する.

Ⅰ 実験方法
供試土壌 :松坂らが沖縄本島土壌調査に当たって試坑

採取した土壌より各続の代表的土壌については全席を,

他は表層土のみを供試土壌として用いた.

腐植 ニTyurin法によった.すなわち風乾紳士 0.5g

を三角フラスコに秤取し,これ:･CO.4Nクロム硫酸 10mC

を加え･,砂皿上で 5分間煮沸し,放冷後 250mCの蒸留水

で6∞MC容平底蒸発皿に移し府示薬としてジフユニ-〟
アミyを加え硫酸第一鉄ア>･モ>･で滴定した..別に垂試

験を行ない先に行なった実験の滴定値とこの空試験の滴

定値の差より全炭素を求め係数 1.724を掛けて腐植.を弟:

出した.

全空紫 :キルタール法に準じ風乾細丁土ユ9に硫酸 Swl

を加えて加熱分解し塩入奥田式蒸留装徴で茶筒し岡山液
はN/10硫酸中に導きメチルVッド香田示兆としてN/28

カセ･1ソ-タで滴乾して望紫朗を鐸出した.

有効犠燐酸 :Truog法に準じた.すなわち風乾細｣二1

gに0.∞2N硫酸200arC(i8当たり硫安3gを加え pI寸
3に調整した)を加え1時間頼とうし,そのろ被につい

て燐酸をモリブデンブルー法で起汀ル た.

JL,実験結果および考察

腐植および全窒素

土壌中に含有きれる腐植は土壌中に呼人きれた動臓物

迫体の不完全分解による禎雑な｢Fr間生成物でその含盟は

地力と密接に関連し又倍賞上きわめて重要なもの で あ

ち.筆者等はTyurin民法により沖縄本島土壌の主とし

て表層土の櫛臆食道について測定した.その結果は第1

表に示すとおりである.各離別に腐飽食盟の分布を示し

たのが第 2表である.第1袈および第2表から明らかな

試 験 場)

ように腐植合昆20/o以下を示す土壌は供試 土 鳩 の約39

0/O･2-50/Oを示す土壌が約50C/0,60/O以上の腐櫨含塁

を示す土壌は約11%である.母材別にみると,珊瑚石灰

岩を野村とする土壌および粘板岩を母材とする各々の土

壌は他の母材に 由来する土壌に比べ その含鼠は いくら

か多い傾向がうかがわれる.沖闇土壌についてみると比

較的低地に位置する奥紡,名雑続,志番屋続は同じ沖村

土壌である他の続に比べいくらか腐植含Ei･は多い.いず

れにしても日本本土の土壌の腐植食品 d7に比較すると沖

縄本島土頓の倉鼻は低く,全望紫食酢 )も本二ヒの土壌に

比べて低い.

有効魅燐酸について

土壌FFI.!こは種々の形態の併酸化合物がありこれらのあ

るものは作物に有効態であり,またあるものは不可給鰻

である･この有効態憐酸鼻を把握することは機業上きわ

めて重要なことである.土壌中の有効燐簡合鼠を測定す

る方法は各種あるが筆者らは現在国際的に広く用いられ

ているTruogの方法によって沖約本鳥土壌の王として表

土の有効燐酸含iJrT王子こついて検討した.そのHl:巣は常1衣

に示す通りである.科紋別に 有効 燐暇含駅の分布を示
したのが第3表である.

第1袈および鰐3誠 から明らかなJ:うに,,アルカリ

性土壌と慨性土壌では槻背な英知を蔚している.即ち･ユ1

一⊥6続 に周するアルカリ性土壌では巾以上がそれぞれ11

統78･0/0,12紙上000/0,13統ユ00C/0,14統1000/0,r16統100C/0,

16統1000/Oで有効桝慨令嗣･が多く, ･方9枕.lo舶,18続

の各々の慨性土域では中以下がそれぞれ730/0,86%,93

0/Oで燐酸食用申以下の土壌が多くなっている･.同じく軟

性土塊である17銃は小以冊と申以上がIJ'･-利 こ分/帆,てい

ら.畑作の三衷東胡験によると泥状Jjt',･馴j用 と̀する二LJ淑

および珊瑚石灰岩.',を母材とする各々の土壌においては燐

酸の肥動は低い.このことはこれらアルカリ性土偶では

前記の如く有効燐酸含LITTiが掬いという春'P<験と- 敦 す

る.一方解版昔,何頭線用をtさJ‥材とする各々の願性七城

においてはこの実酔結果から燐慨の肥効は由 ､と似われ

る.
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第 2表 各十壌統別の表土噺縫合置分布 (a/o)
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第3表 各土壌統別の表土可給態燐酸含塵分布(a/a)
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∬ 要 約

新土壌分類法により分類された沖縄本島土壌 の 全 窒

秦,全炭素,全腐植二,有効燐酸含量について検討した.

1)各土壌続を通じ腐植含屋:は低 く殆ど5%以下の土壌

である.真二ヒの全窒素平均は0.14%である.2)有効態

燐酸倉妻削まアルカリ性土壌は多く酸性土壌では少ない.

本実験を行なうに当たり蹟重な供試土壌を提供してい

ただいた腰 鉢省土壌調査団の各氏に深謝する.試験遂行

に当たり終始御指導,御助言をいただいた琉球殿喝戯堺

上郷千春管理官並びに関係職見,琉球農業試験場長新城

孝吉および農芸化学研究室の諸氏に感謝の意を 表 し ま

す.

本報文の一･部はユ965年 6月19日沖縄農業研究発表会に

おいて発表した.

3

山

フつ山6

A▲
つム

ュ

8.

1

●ql

LrJ
…Soi3藁L32;享

古庄紀石灰岩

屋
名
産

㌦ュ8

0.LO.〇一

S
F5
'

..P
V.._7_l

二:_i_=_l粘板岩国頭マ-㌔

二｡二 二

参 考 文 献

i)松坂泰明 ･出井幕光 ･音羽道三 ｡添崎和雄..ユ963

沖縄本島土壌調査報告書 (琉球政府経済局)

2)当山溶着 ･銘苅敏夫 ｡稲儲感三郎 ユ964.沖縄農

業 3(1):70

3)銘苅敏夫 ･･稲嶺盛三郎 ･大域常信 1964..沖縄農業

3(2):6ユ

4)舶引責吾 ⊥96ユ.土壌 108

5)三井進年 ･今泉吉郎 ユ961.丑壌肥料新事典 :210

6)川村-水 ･船引轟吾 ユ960.度林土壌学

フ)永田武雄 ｡村松記久夫 1964.日土肥誌35(6):⊥95

8)山本毅 ･山田裕 ･本村倍 ･市村小太郎 1964.石

垣島,宮古島土壌調査報告番 (琉球政府経済局)

9)小西千資三 ･筒橋治助 1964.土壌肥料講座


